ワンポイント英会話 (令和４年・8/22,23,24)
B：Hello everyone, how are you?
高山市役所の山腰です。ワンポイント英会話の時間です。
海外戦略課の職員がローテーションで様々な英会話をご紹介します。
今日も海外戦略課で勤務している国際交流員のエリザベスさんと一緒に勉強したいと思います。
エリザベスさん、よろしくお願いします。
A：よろしくお願いします！
B：今週のテーマは「花火大会」です。エリザベスさん、アメリカでは花火大会はありますか？
A：そうですね。花火大会のような大きいなイベントはありませんが、7月4日の独立記念日に花火を打ち上げることが定番です。しかし、日本と比べたら、例えばカリフォルニア州では山火事を防ぐために花火に対する法律が厳しく、花火の購入はできません。独立記念日を祝うために6月28日から7月4日まで花火を購入できるようになり、その期間だけ花火を行うことが合法になります。
それでは、今日は花火大会に関係する英語表現を学びましょう！

A：今日のキーフレーズは・・・We saved you a spot.
　　～間をあける～
We saved you a spot. 
～間をあける～
これは「座席を取っておいた」という英語表現です。
B；続いてキーフレーズを使った会話をご紹介します。
A：Sorry I’m late! Did the fireworks go off already? 
　（遅くて来てごめん！花火大会もう始まったの？）
B：You came just in time. We saved you a spot.
　（間に合うよ。座席を取っておいたよ。）
A：Oh, thank you so much! I really appreciate it.
　（ありがとう！感謝します。）
B：Yeah, don’t worry about it. The fireworks will start soon, so take a seat. 
      (気にしないでください。すぐに始まるので座ってて。)
B：今日のキーフレーズ、「We saved you a spot」は座席を取っておいたという意味ですね。
A：そうです！ 他の表現も近い意味を持っています。例えば、「We got you a spot」か「We saved you a seat」もよく使います。ニュアンスは異なりませんから、どちらの表現を使うか自分の好みによります。
B：なるほど、友達や家族と一緒に出掛ける時に使える表現ですね。
続いて、今日の会話に出てきた単語をいくつか練習してみましょう！
　A：seat
    B：座席
　A：fireworks show・fireworks display
B：花火大会
Ｂ：いざという時に使えるよう日頃から学びましょう。
なお、ワンポイント英会話は高山市のHPでも音声と原稿をご確認いただけます。
また、海外戦略課の公式FB及びインスタグラム、Visit Hida Takayama Officialでは高山で輝いている人へのインタビューなどを英語で紹介しています。
英語の学習にもなるかと思いますのでぜひご覧ください。

それではまた次回まで…See you next time!
